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　　 た値 の 有効数宇 も 2 〜 3 桁 に丸め る
。

　   高 い 精度が必 要な揚合

　　　換算係数 の 有効数字は 4 〜 6 桁 と し ， 換算し

　　た値 の有効数字 も 4 〜 6 桁に丸 め る 。

　 こ こ で ，換算値を有効数字 η 桁に丸め る場合 （n

＋ 1）桁 目以下 の 数値 の処理 は ， 通常 は 四捨 五 入 に よ

っ て 行い ま す。

　7．3　換算例

　 SI接頭語 は 換算値 が 実用的 に 便利な 桁数 の 数宇

の 範囲に入 る よ うに選択します 。 原則 と し て ， 次 の

例 に示すよ うに 数値が 0．1〜 1000 の 問に 入 れ る よ う

に 接頭語 を選ぶ こ と が 望ま しい とい え ます 。

　  　従来単位 の 数値の有効数字が 3 桁 の 揚合

　　例 1 ：荷重 25．5tf をN に換算す る場合 ，

　　　　　25．5tf≡25500 　kgfよ り，

　　　　　25500kgfx9 ．81＝ ＝ 250155　N

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 ＝250kN

　　例 2 ： CBR 荷重 2030 　kgf を N に 換算す る揚合，

　　　　　2030kgf × 9。81＝19914．3N

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 ＝ ＝ 19．9kN

　  従来単位 の 数値 の 有効数字が 2 桁の 場合

　　例 3 ；
一
軸圧 縮強 さ 3．5kgf／cm2 を N ／m2 に換

　　　　　 算する場合 ，

　　　　　 3．　5　kgf／cm2 × 98＝343　kN ／m2

　　　　　　　　　　　　 ＝ 340kN ／m2 ＝ 340　kPa

　　例 4 ： 静弾性係ta　3SO　OOO　kgf／cm2 を N ／m2 に

　　　　　換算す る場合 ，

　　　　　350000kgf ／c 皿
2

× 98

　　　　　　　　　　　　 ＝ 34　300　OOO　kN／m2

　　　　　　　　　　　　 ＝ 34　GN ／m2 ＝ 34　GPa

　   従来単位の数宇 の有効数字 が 1 桁 の 場合

　　例 5 ； 許容支持力 5tf／M2 を N ／m2 に換算す る

　　　　　揚合 ，

　　　　　5tf／m2 ＝ O．5kgf ／cm2 よ り，

　　　　　0．5kgf ／cm2 × 100 靜 50　kN ／皿
2

＝ ・ SO　kPa

　以上，従来 単位 の 数値 を SI の 数値に 換算す る 例

で述 べ た よ うに土質工 学分野 の 実務で は ， 力関連 の

単位 の換算が頻繁に行わ れ る の で ，次 に 示 す概算換

算関係を覚え て お く と便利で す 。

　　力 ： 1kgf ≒ 10　N ，
1tf≒ 10　kN

　　応 力 ：1tf／m2 ≒ 10　kN ／m2 ＝10　kNa

　　（圧力） 1kgf／cm2 ≒ 100　kN ／m2 ＝ 100　kPa

　　　　　　10kgf ／cm2 ≒ 1MN ／m2 ＝1MPa

　　力 の モ ーメ ン ト ： 1kgf ・cm ≒ 0．1N ・m
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備考　 9 の 値の最終桁の 数は 四 捨五 入 し て あ る

　 　 （理 科年表，平成 5年版 に よ る）
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